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株式会社丸井グループ（本社：東京都中野区､代表取締役社長：青井 浩）のコーポレート・      

ガバナンス報告書が、このたび、ＧＰＩＦ（年金積立金管理運用独立行政法人）の国内株式運用機関が

選ぶ『優れたコーポレート・ガバナンス報告書』に選ばれました。 

 

■ 『優れたコーポレート・ガバナンス報告書』とは 

ＧＰＩＦは、国内株式の運用を委託している運用機関に対して、改訂版コーポレートガバナンス・  

コードの趣旨を踏まえ、上場企業のコーポレート・ガバナンス報告書について、優れた報告書の選定を

依頼しています。今回は『優れたコーポレート・ガバナンス報告書』として、のべ44社が選ばれており、

丸井グループはその中で最高となる6つの運用機関から高い評価をいただくことができました。 

これは当社グループが、すべてのステークホルダーの利益としあわせの調和と拡大をめざす    

「ステークホルダー経営」を進めるうえで、コーポレート・ガバナンスの強化を最重要課題の一つと  

して位置づけ、また、ステークホルダーへの適切な情報開示の観点で、コーポレート・ガバナンス    

報告書の充実した記載に努めた点を評価していただいたと考えております。 

 

 

丸井グループ「コーポレート・ガバナンス報告書」 

https://www.0101maruigroup.co.jp/pdf/cgr.pdf 

 

 

ＧＰＩＦによるリリース： 

https://www.gpif.go.jp/esg-stw/20220315_corporate_governance_report.pdf 

 

 

 

 

丸井グループのコーポレート・ガバナンス報告書が、 

ＧＰＩＦの国内株式運用機関が選ぶ 

『優れたコーポレート・ガバナンス報告書』に選定 

２０２２年４月１５日 
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■ 当社グループの報告書に対するおもなコメント 

・サステナビリティ課題に対するガバナンス体制が詳細に記載されており、サステナビリティ委員会、

取締役会、担当の社外取締役の役割が明確になっている。ジェンダーダイバーシティについても、同社

としての考え方や、当該年度の実績と課題の振り返り、中期的な目標設定と重点施策がセットになって

おり、取り組みの実効性を確認できる。指名・報酬委員会における意思決定の手続きや対象範囲、    

後継者育成に関する取り組みも詳細な記載があり、透明性が高い開示となっている。 

 

・「女性の活躍推進を含む社内の多様性の確保」において、育児フルタイム復帰率や女性管理職比率の 

実績値および目標値などの開示に加え、「女性活躍浸透度」「女性の上位職指向」「男性の家事育児参画度」

といったユニークな ＫＰＩ、目標値（26年3月期）も開示しており、同社の本気度が窺える。「社会・ 

環境問題をはじめとするサステナビリティを巡る課題」において、サステナビリティ経営における同社

の体制（委員会、開催頻度、メンバー構成など）や、サステナビリティを実現するためのビジョンと   

中期経営計画との紐づけ、加えてサステナビリティについて開示している各種媒体を一覧で表示して 

おり、読み手に親切な構成になっている。 

 

・ダイバーシティ、女性活躍について、管理職比率などの基本的な数値に加えて、女性活躍浸透度、   

女性の上位職志向といった意識調査面の数値も開示。いずれも過去 3 年分の推移が掲載されており、   

ダイバーシティの考え方がいかに組織に浸透しているか外部の者が評価できるよう工夫がなされている。

加えて、進捗分析からみえた課題、対応策、新たに設定した目標などを開示することで、取り組み全般

に対する本気度が窺える。巻末の「コーポレートガバナンス・コード実施状況表」は、2021 年 6 月の       

コーポレートガバナンス・コード改訂に対応した索引であり、ユーザーが使いやすいものになっている。 

 

 

■ 丸井グループが進める「ステークホルダー経営」 

当社グループは、お客さまをはじめ、株主・投資家の  

皆さま、お取引先さま、地域・社会、社員に、将来世代を

加えた6つのステークホルダーの「利益としあわせの調和」

を企業価値と定義し、ステークホルダーとともにその拡大

をめざす「ステークホルダー経営」を進めています。小売、

フィンテックに未来投資（スタートアップ企業や新規事業

への投資）を加えた、共創を基盤とした三位一体の   

ビジネスモデルで、さらなる企業価値の拡大をめざして 

います。 

   

 

 

 



 

- 3 - 

 

※当社のめざす「ステークホルダー経営」「丸井グループ ビジョン2050」についてはこちら 

「共創経営レポート2021(日本語版)」 

→https://www.0101maruigroup.co.jp/ir/lib/i-report.html 

「VISION BOOK 2050(日本語版)」 

→https://www.0101maruigroup.co.jp/sustainability/lib/s-report.html 

 

 

 

■ 丸井グループの概要 

商 号 ： 株式会社丸井グループ 

本 社 所 在 地 ： 〒１６４－８７０１ 東京都中野区中野４－３－２ 

代 表 電 話 ： ０３（３３８４）０１０１ ＦＡＸ ０３（５３４３）６６１５ 

Ｕ Ｒ Ｌ ： https://www.0101maruigroup.co.jp 

代表取締役社長 ： 青井 浩 

おもな関連会社 ： ㈱エポスカード、㈱丸井、㈱エムアンドシーシステム ほか 

https://www.0101maruigroup.co.jp/sustainability/lib/s-report.html
https://www.0101maruigroup.co.jp/

